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第１回定例会開会予定

平成19年消防出初式
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▲１月14日　那珂市総合公園で、
那珂市消防出初式が行なわれまし
た。消防本部、消防団、婦人防火ク
ラブ、自衛消防団、幼稚園児など約
800名が参加して、消防活動への決
意を新たにしました。
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その他の議案（３件）
陳情　　　　３件（採択２、不採択１）

議員提出議案（７件）
委員会報告など　７件（すべて可決）

市長提出議案（13件）
条例関係　　４件（すべて可決）
補正予算　　７件（すべて可決）
その他議案　２件（すべて可決）

議案件数と結果

平成18年第４回定例会
（12月５日～12月15日）

12月５日 本会議
（閉会中の委員会報告、陳
情の委員会への付託など）

12月６日 本会議
（市長提出の条例改正や補
正予算など）

12月７日 総務常任委員会
建設常任委員会

12月８日 教育厚生常任委員会
原子力安全対策特別委員会

12月11日 本会議
（一般質問　５名）

12月12日 本会議
（一般質問　４名）

12月13日 本会議
（一般質問　２名）

12月15日 本会議
（陳情、意見書）

平成18年第4回定例会　

都市計画税条例の一部改正、
　　平成18年度那珂市補正予算など議決

条　
　

例

那
珂
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　

中
里
工
業
専
用
区
域
内
の

　
　
　

都
市
計
画
税
を
当
分
の
間
免
除

　

平
成
19
年
度
か
ら
旧
瓜
連

町
に
も
都
市
計
画
税
を
課

税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
都
市
計
画
税
条
例
改
正

で
は
、
旧
瓜
連
町
の
中
里
地

区
の
工
業
専
用
区
域
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
税
の
課
税
を

免
除
す
る
も
の
で
す
。

　

免
除
の
理
由
は
、
こ
の
区

域
は
、
工
業
団
地
の
造
成
を

行
な
う
予
定
で
し
た
が
、
事

業
化
で
き
ず
に
現
在
ま
で
き

て
お
り
、
今
後
も
工
業
団
地

の
造
成
は
極
め
て
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

▲平成18年第４回定例会本会議

関
係
地
権
者
等
と
の
懇
談
会

に
お
い
て
も
、
工
業
専
用
区

域
を
解
除
し
て
、
市
街
化
調

整
区
域
に
戻
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
も
あ
り
、
那
珂
市
で

は
、
こ
の
区
域
を
市
街
化
調

整
区
域
に
戻
す
こ
と
と
し
、

区
域
の
変
更
の
手
続
を
茨
城

県
に
申
請
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
都
市
計

画
区
域
の
変
更
が
決
定
す
る

ま
で
、
課
税
す
べ
き
都
市
計

画
税
を
免
除
す
る
た
め
の
条

例
改
正
を
し
ま
し
た
。
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　平成18年第4回定例会

補　正　予　算

那
珂
市
住
民
基
本
台
帳
の
一

部
の
写
し
の
閲
覧
等
に
係
る

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

那
珂
市
で
は
、
住
民
基
本

台
帳
の
第
三
者
へ
の
閲
覧
に

つ
い
て
、
市
独
自
の
条
例
に

よ
り
制
限
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
改

正
に
よ
り
、
法
律
で
市
の
条

例
と
同
様
に
閲
覧
が
制
限
さ

れ
た
た
め
、
市
の
条
例
を
廃

止
し
ま
し
た
。

那
珂
市
土
地
開
発
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
土
地
開
発
基
金
は
、

公
共
目
的
の
た
め
に
必
要
な

土
地
を
取
得
す
る
た
め
の
基

金
で
す
。
こ
の
基
金
で
取
得

し
て
あ
る
土
地
や
現
金
の
有

効
活
用
を
は
か
る
た
め
に
、

条
例
に
処
分
規
定
を
追
加
し

ま
し
た
。

那
珂
市
指
定
居
宅
介
護
事
業

実
施
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

平
成
18
年
４
月
１
日
障
害

者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

れ
、
居
宅
介
護
事
業
を
含
め

た
支
援
費
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
廃

止
し
ま
し
た
。

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
設
置
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
後

期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
、
65

歳
以
上
75
歳
未
満
の
一
定
以

上
の
障
害
を
持
つ
者
）
の
医

療
保
険
制
度
の
財
政
運
営
の

た
め
、
茨
城
県
内
全
市
町
村

が
加
入
す
る
「
茨
城
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
を

設
置
す
る
こ
と
を
議
会
で
了

承
し
ま
し
た
。

大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
規

約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

い
、
大
宮
地
方
環
境
整
備
組

合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
で
了

承
し
ま
し
た
。

　

改
正
の
内
容
は
、「
収
入

役
」
が
「
会
計
管
理
者
」
に
、

「
吏
員
」
が
「
職
員
」
に
改

正
す
る
な
ど
で
す
。

そ
の
他
議
案

▼平成18年度公園墓地事業特別会計補正予算
　（第１号）
　49万５千円の増額→総額1,069万５千円
　　歳出で墓地永代使用料還付金25万円増額、一般
会計操出金24万円増額しました。

▼平成18年度農業集落排水整備事業特別会計補正予
算（第２号）
　345万８千円の増額→総額４億6,286万４千円
　　歳出で水道管移設補償料300万円を増額しました。

▼平成18年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別
会計補正予算（第１号）
　362万２千円の減額→総額３億3,537万８千円
　　歳出で区画整理事業費を330万円減額しました。

▼平成18年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）
　293万１千円の減額→総額23億9,409万９千円
　　歳出で職員人件費など311万円減額しました。

▼平成18年度一般会計補正予算（第４号）
　１億2,525万８千円の減額→総額172億5,597万６千
円
　　歳出の主なものは、下水道事業特別会計への操出
金が１億948万円減額、職員人件費等が3,750万円減
額、市役所のガソリンなどの給油スタンドが老朽化
により廃止したため、その撤去費の1,641万円などを
増額しました。

▼平成18年度国民健康保険（事業勘定）特別会計補
正予算（第２号）
　2,794万６千円の増額→総額50億2,898万６千円
　　退職被保険者等高額療養費1,852万円増額、出産
育児一時金795万円増額などです。

▼平成18年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補
正予算（第３号）
　899万３千円の増額→総額25億5,634万４千円
　　歳出で、職員人件費を864万円増額しました。

補正予算７件を可決
平成18年度補正予算７件を原案どおり可決しました。
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常任委員会レポート　

　

こ
の
「
効
率
的
な
行
政
組

織
に
つ
い
て
」
は
、
９
月
定

例
会
以
降
の
閉
会
中
の
調
査

案
件
と
し
て
総
務
常
任
委
員

会
が
自
主
的
に
調
査
研
究
す

る
た
め
に
、
設
定
し
た
テ
ー

マ
で
す
。
こ
れ
ら
を
調
査
研

究
す
る
た
め
に
、
11
月
15
日

に
矢
祭
町
を
視
察
し
、
同
月

20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
委
員
会
で
の
主
な
意

見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

組
織
は
、
弾
力
的
な
部
分

が
必
要
に
な
る
。
グ
ル
ー
プ

制
を
取
り
入
れ
た
よ
う
な
形

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
試
験
的
に
、

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考

え
な
が
ら
や
っ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

今
は
、
議
員
定
数
や
職
員

定
数
の
削
減
が
言
わ
れ
て
い

る
。
適
正
な
定
数
と
い
う
の

は
、
都
市
、
地
方
、
人
口
な
ど

の
様
々
な
条
件
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
。
組
織
を
検
討

す
る
の
に
は
、
適
正
な
職
員

数
に
つ
い
て
今
後
よ
く
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

職
員
の
意
識
改
革
、
住
民

の
意
識
改
革
は
、
理
解
し
あ

い
信
頼
が
な
け
れ
ば
な
か
な

か
で
き
な
い
。
組
織
に
お
い

て
も
、
縦
割
り
の
弊
害
の
な

い
組
織
を
ど
の
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
の
か
。
グ
ル
ー
プ

制
に
し
て
も
、
職
員
の
意
識

が
変
わ
ら
な
い
と
う
ま
く
い

か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

当
市
の
現
在
の
組
織
検
討

委
員
会
の
進
捗
状
況
は
、
総

合
計
画
も
策
定
中
で
あ
り
、

総
務
常
任
委
員
会

継続調査

市
民
が
わ
か
り
や
す
い
、仕
事
の
し
や
す
い

縦
割
り
行
政
の
弊
害
の
な
い
組
織
を

そ
の
新
た
な
総
合
計
画
の
内

容
を
加
味
し
て
、
平
成
20
年

度
か
ら
実
施
で
き
る
組
織
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
総
合

計
画
策
定
に
併
せ
て
検
討
す

る
の
で
、
組
織
の
案
は
、
平

成
19
年
の
３
月
以
降
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後

も
、
市
民
が
わ
か
り
や
す
い

組
織
、
仕
事
が
や
り
や
す
い

組
織
、
縦
割
り
行
政
か
ら
横

の
連
絡
が
密
に
で
き
る
行
政

組
織
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

更
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
、
継
続
調
査
と
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

「
効
率
的
な
行
政
組
織
に
つ
い
て
」

調
査
研
究

る
。

　

職
員
定
数
は
、
各
自
治
体

の
条
例
で
定
め
る
。
市
町
村

の
裁
量
で
議
会
の
議
決
を
得

れ
ば
そ
れ
で
決
ま
る
。
官
僚

制
度
は
、
自
分
の
こ
と
は
お

手
盛
り
で
や
っ
て
い
く
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
ど
ん
ど
ん
肥

大
化
し
て
き
た
。
役
所
の
仕

事
は
、
１
人
で
出
来
る
仕
事

を
３
人
半
で
や
っ
て
い
る
。

総
務
省
は
、
適
正
職
員
数
を

決
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

組
織　

合
併
し
な
い
宣
言

を
し
て
か
ら
、
組
織
を
グ
ル

ー
プ
制
に
変
更
し
た
。
課
を

減
ら
し
た
り
、
業
務
体
制
を

変
え
た
り
、
職
員
が
自
ら
実

施
し
て
い
る
。
現
在
は
５
人

の
課
長
と
、
そ
の
下
に
主
幹

と
い
う
管
理
職
の
格
付
け
が

あ
る
。

　

職
員
の
意
識
改
革　

職
員

の
意
識
の
改
革
は
、
ま
だ
ま

だ
で
あ
る
。
人
間
は
誰
で

も
、
辛
い
こ
と
よ
り
、
楽
な

ほ
う
が
い
い
。
今
は
何
と
か

引
っ
張
っ
て
き
て
い
る
が
、

い
つ
か
引
っ
張
る
の
を
止
め

る
と
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
は

と
感
じ
て
い
る
。
な
か
な
か

難
し
い
。
矢
祭
町
の
職
員
も

一
部
の
人
間
が
引
っ
張
っ
て

い
る
。
合
併
し
な
い
宣
言
を

し
て
か
ら
、
視
察
な
ど
で
来

町
さ
れ
る
方
が
多
い
。
今
ま

で
特
に
何
も
し
な
か
っ
た
職

員
に
と
っ
て
も
、
驚
き
で
あ

る
し
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い

と
か
、
何
ら
か
の
意
識
改
革

が
出
て
き
た
の
か
と
思
う
。

今
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う

意
識
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
こ
れ
は
、
合
併
し
な
い

宣
言
を
し
た
こ
と
に
よ
る
大

き
な
効
果
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

矢
祭
町
の
根
本
町
長
を
先

頭
に
、
議
員
、
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
に
独
立
・
自
立
し
て
い

こ
う
と
す
る
様
々
な
努
力
が

感
じ
ら
れ
た
。
小
さ
な
矢
祭

町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
政
策

も
あ
り
、
す
べ
て
が
那
珂
市

に
当
て
は
ま
る
と
は
、
限
ら

な
い
が
、
今
後
の
参
考
に
し

た
い
。

◎
矢
祭
町
長
の
話
の
概
要

　

職
員
数　

矢
祭
町
が
合
併

し
な
い
宣
言
を
し
た
平
成

13
年
当
時
は
、
職
員
の
条
例

定
数
は
１
０
９
名
で
、
１
０

８
名
の
職
員
が
い
た
。
そ
れ

に
加
え
、
嘱
託
職
員
が
34
名

お
り
、
合
計
１
４
２
名
の
職

員
が
い
た
。
現
在
は
、
職
員

75
名
、
嘱
託
職
員
３
名
の
合

計
78
名
に
な
っ
た
。
今
後
、

団
塊
の
世
代
が
退
職
す
る

と
、
平
成
23
年
に
は
、
職
員

数
は
、
47
名
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　

自
治
体
の
理
想
の
職
員

数
は
、
人
口
規
模
１
万
人
で

は
、
１
０
０
名
と
言
わ
れ
て

い
た
。
住
民
１
０
０
人
に

対
し
て
職
員
１
名
だ
が
、
今

は
、
人
口
１
５
０
人
に
対
し

て
職
員
１
名
が
適
当
だ
と
感

じ
る
。
人
口
７
千
人
の
矢
祭

町
は
、
職
員
は
約
50
名
に
な

矢祭町矢祭町

　当委員会では、行政組織などの
調査のために、11月15日に矢祭
町の研修会に参加しました。
　矢祭町の行政組織などに関する
主な実態、方針、改善点などは以
下のとおりです。

調査視察レポート
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　常任委員会レポート

　

本
件
は
、
６
月
定
例
会
以

降
に
、
閉
会
中
も
継
続
し

て
、
経
済
常
任
委
員
会
で
審

議
を
し
て
い
る
案
件
で
す
。

　

当
委
員
会
で
は
地
産
地
消

の
先
進
地
事
例
の
調
査
の
た

め
10
月
25
日
か
ら
26
日
に
か

け
て
、
群
馬
県
中
之
条
町
の

沢
田
農
業
協
同
組
合
と
み
な

か
み
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
の
調
査
内
容
を
踏
ま
え
、

11
月
７
日
に
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
主

な
意
見
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

国
・
県
の
補
助
金
の
確
保

や
農
家
育
成
に
つ
い
て
は
、

沢
田
農
業
協
同
組
合
は
組
合

が
主
体
で
、
み
な
か
み
町
は

行
政
が
主
体
で
実
施
し
て
い

た
。
地
産
地
消
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
農
協
や
商
工
会

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携

が
不
可
欠
で
あ
る
。
両
視
察

地
に
お
い
て
も
、
か
な
り
の

部
分
で
農
協
が
関
わ
っ
て
い

た
。
那
珂
市
の
場
合
、
市
と

農
協
の
意
志
疎
通
が
出
来
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
。
地
産

地
消
に
つ
い
て
市
は
農
協
と

話
し
合
い
を
持
つ
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
国
で
進
め
て
い
る

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

は
、
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

農
家
と
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
集
落
営
農
組
合
に
は
補
助

制
度
は
あ
る
が
、
小
規
模
の

農
家
は
対
象
外
と
な
り
、
小

規
模
な
農
家
を
救
う
対
策
と

し
て
、
直
売
所
は
一
つ
の
考

え
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
国
・
県
の
補
助

経
済
常
任
委
員
会

継続調査

農
作
物
の
直
売
所
は

小
規
模
な
農
家
を
救
う
対
策
の
一
つ
で
あ
る

事
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
国
・
県

の
補
助
金
の
問
題
、
農
協
や

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
、
市
の
対
応
策
な
ど

に
つ
い
て
今
後
も
審
議
を
す

る
必
要
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く
継
続
調

査
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

「
地
産
地
消
に
つ
い
て
」
調
査
研
究

農
用
地
面
積
は
５
１
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
農
家
１
戸
当
た
り

の
耕
地
面
積
は
75
ア
ー
ル
、

農
業
経
営
状
況
は
、
水
稲
、

野
菜
、
畜
産
、
養
蚕
、
き
の
こ

等
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経

営
と
な
っ
て
い
る
。
視
察
で

は
、
農
産
物
加
工
事
業
の
事

業
概
要
、
町
（
行
政
）
や
地

域
住
民
の
関
わ
り
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。
特
色
と
し

て
農
協
主
体
に
よ
り
農
家
の

育
成
や
国
県
の
補
助
金
の
確

保
な
ど
が
行
わ
れ
、
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
た
。
加
工
事

業
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ
る

野
菜
等
を
加
工
し
付
加
価
値

を
つ
け
た
「
手
造
り
沢
田
の

味
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
直
売

所
や
通
信
販
売
で
販
売
し
好

評
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
農
協
主
導
に
よ

り
地
産
地
消
が
行
わ
れ
て
い

た
が
、
農
家
の
収
入
増
と
雇

用
促
進
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

◎
み
な
か
み
町

　

平
成
17
年
10
月
１
日
、
利

根
郡
３
町
村
（
月
夜
野
町
、

水
上
町
、
新
治
村
）
が
合
併

し
誕
生
し
た
町
で
、
今
回
は

旧
新
治
村
の
「
た
く
み
の

里
」
事
業
に
つ
い
て
調
査
し

た
。
旧
新
治
村
で
は
、
村
内

全
域
を
対
象
と
し
て
農
業
と

観
光
を
連
携
さ
せ
た
豊
か
で

う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
村

づ
く
り
の
構
想
を
た
て
、
農

産
物
直
売
所
・
農
畜
産
物
加

工
工
場
・
農
林
漁
業
体
験
実

習
館
フ
ル
ー
ツ
公
園
・
温
泉

公
園
等
の
設
備
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
中
に
「
た

く
み
の
里
」
事
業
が
あ
り
、

農
業
後
継
者
、
養
蚕
業
の
衰

退
に
よ
る
農
家
対
策
や
地
域

経
済
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
昭
和
60
年
か
ら

事
業
を
開
始
し
た
。「
た
く

み
の
里
」
に
は
、
直
売
所
の

他
、
木
工
、
竹
細
工
、
そ
ば
打

ち
体
験
が
で
き
る
「
た
く
み

の
家
」
が
点
在
し
て
お
り
、

来
場
者
数
等
は
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。
直
売
所
の
経
営

は
、
農
村
公
園
公
社
を
設
立

し
、
品
質
管
理
や
物
資
の
調

達
な
ど
の
管
理
運
営
に
あ
た

っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
推
進

に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化

に
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
た
。

　

今
回
の
調
査
視
察
に
お
い

て
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
創
意
工
夫
と
関

係
者
（
農
協
や
市
民
）
と
の

連
携
協
力
、
人
材
育
成
、
国

県
の
補
助
金
の
有
効
活
用
が

重
要
で
あ
る
と
改
め
て
認
識

し
た
。

◎
沢
田
農
業
協
同
組
合

　

群
馬
県
中
之
条
町
の
北
西

部
の
山
間
地
帯
に
位
置
し
、

組
合
員
数
８
７
３
名
（
正
組

合
員
４
８
９
名
、
准
組
合
員

３
８
４
名
）の
組
合
で
あ
る
。

管
内
の
産
業
は
、
農
林
業
と

観
光
業
が
主
な
も
の
で
、みなかみ町役場みなかみ町役場

　当委員会では、地産地消の調査のため
に10月25日～26日に群馬県中之条町の
沢田農業協同組合と、みなかみ町を調査
視察しました。
　調査内容は以下のとおりです。

調査視察レポート
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常任委員会レポート　

　

本
件
は
、
６
月
定
例
会
以

降
に
、
継
続
し
て
、
教
育
厚

生
常
任
委
員
会
で
審
議
を
し

て
い
る
案
件
で
す
。
11
月
９

日
開
催
の
委
員
会
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
は
前
回
の
委
員
会
で

議
論
が
出
た
、
学
校
と
地
域

の
話
し
合
い
の
場
で
あ
る
学

校
評
議
員
制
度
に
焦
点
を
絞

っ
て
現
状
を
執
行
部
か
ら
説

明
を
受
け
、審
議
を
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
学
校
評
議
員

制
度
は
ど
の
く
ら
い
効
果
が

あ
り
、
特
に
今
問
題
に
な
っ

て
い
る
い
じ
め
問
題
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
さ

れ
て
い
る
の
か
の
質
疑
に
対

し
、
同
制
度
導
入
に
よ
る
効

果
と
し
て
保
護
者
、
住
民
の

学
校
に
対
す
る
関
心
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、

評
議
員
か
ら
の
意
見
を
学
校

運
営
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
い
じ
め
に
つ
い
て
は
体

制
づ
く
り
を
強
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
答
弁
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
評
議
員
と
区
長
会

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。
同
制
度
は

評
議
員
か
ら
学
校
に
対
し
て

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の
も

の
で
あ
る
が
、
評
議
員
が
地

域
と
学
校
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
各
学
校
で
は
評
議

員
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
件
数

の
要
望
が
上
が
っ
て
い
て
、

そ
れ
ら
が
学
校
運
営
に
ど
の

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

継続調査

学
校
評
議
員
制
度
導
入
に
よ
り
、学
校
に
対
す
る

住
民
・
保
護
者
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

さ
ら
に
よ
く
な
る
よ
う
な
方
向
性
を
調
査

よ
う
に
活
か
せ
て
い
る
の

か
、
ま
た
そ
の
具
体
的
な
提

案
を
実
現
で
き
な
い
と
す
れ

ば
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る

の
か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、

具
体
的
な
件
数
は
把
握
し
て

い
な
い
が
意
見
の
内
容
は
把

握
し
て
い
る
。
提
案
が
実
現

で
き
な
い
要
因
の
把
握
に
努

め
、
評
議
員
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
の
中
で
改
善
で
き
る

も
の
は
実
行
し
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
参

考
に
な
る
意
見
も
出
た
が
、

決
め
手
と
な
る
方
向
性
は
ま

だ
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

続
け
て
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
意
見
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
、

継
続
調
査
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

「
学
校
と
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
」

調
査
研
究

◎
飯
能
市
議
会

　

議
案
を
慎
重
に
審
議
す
る

た
め
に
、
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ

の
所
管
の
各
常
任
委
員
会
な

ど
へ
付
託
を
し
て
、
本
会
議

で
審
議
を
す
る
前
に
、
各
常

任
委
員
会
で
詳
細
に
審
議
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

多
く
の
議
案
に
つ
い
て
、

各
常
任
委
員
会
で
時
間
を
か

け
て
慎
重
に
審
議
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

◎
富
津
市
議
会

　

議
案
を
慎
重
に
詳
細
に
審

議
す
る
た
め
に
、
議
案
を
各

常
任
委
員
会
へ
付
託
し
て
審

議
を
し
て
お
り
、
委
員
会
で

詳
細
な
審
議
を
し
て
か
ら
本

会
議
で
議
決
を
行
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
の
那
珂
市
議
会
で

は
、
議
案
は
本
会
議
で
そ
の

ま
ま
審
議
さ
れ
、
議
決
と
な

り
ま
す
。
最
近
は
、
難
し
い

案
件
や
、
多
数
の
議
案
が
提

出
さ
る
場
合
も
あ
り
、
議
案

の
内
容
を
詳
細
ま
で
チ
ェ

ッ
ク
し
、
審
議
す
る
と
な
る

と
、
今
回
視
察
し
た
議
会
の

よ
う
に
、
各
常
任
委
員
会
な

ど
に
、
所
管
の
議
案
を
分
担

し
て
審
議
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
難
し
い
案
件
を

効
率
的
に
審
議
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

那
珂
市
議
会
に
お
い
て
、

今
後
は
こ
の
よ
う
な
委
員
会

を
中
心
と
し
た
議
案
審
議
の

方
法
も
充
分
に
研
究
を
し

て
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
に
対
し
て
、
内
容
を
詳
細

に
審
議
し
、
効
率
的
に
議
事

審
査
を
行
な
う
必
要
性
を
認

識
し
ま
し
た
。

千葉県富津市議会千葉県富津市議会

　当委員会では、効率的な議
会運営を実施している事例に
ついて調査するため、11月21
日に埼玉県飯能市議会、22日
に千葉県富津市議会を視察し
ました。

調査視察レポート

議会運営委員会

多くの議案を効率的に、詳細に審議するため
各常任委員会で議案を分担して慎重審議

「議会運営について」先進地を視察
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　特別委員会レポート

継続調査
調査事項
１　住民の安全確保に関する事項
２　周辺の環境保全に関する事項
３　原子力安全協定に関する事項
４　核融合研究施設に関する事項
５　その他関連する事項

原子力安全対策特別委員会

　

平
成
18
年
７
〜
９
月
の
間

の
那
珂
市
周
辺
の
原
子
力

施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
気
体

廃
棄
物
の
放
出
状
況
は
、
各

事
業
所
と
も
基
準
以
下
で
あ

り
、
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
東
海
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

原
子
力
科
学
研
究
所
で
は
、

Ｊ
Ｒ
Ｒ―
２
原
子
炉
施
設
の

廃
止
措
置
を
平
成
９
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
解
体
作

業
の
進
捗
に
よ
り
、
重
水
の

抜
き
取
り
及
び
冷
却
系
統
設

備
等
の
撤
去
が
終
了
し
、
ト

リ
チ
ウ
ム
の
発
生
源
が
原
子

炉
本
体
及
び
原
子
炉
建
屋
の

解
体
に
起
因
し
て
発
生
す
る

の
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

原
子
力
安
全
協
定
で
現
在
設

定
し
て
い
る
放
射
性
気
体
廃

棄
物
の
放
出
管
理
目
標
値

を
、
今
回
引
き
下
げ
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

委
員
よ
り
、
ト
リ
チ
ウ
ム

は
放
射
性
物
質
で
、
体
内
に

入
れ
ば
内
部
被
爆
を
起
こ
す

も
の
で
厳
重
に
管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
今
回
の
変

更
に
よ
り
、
放
出
管
理
目
標

値
が
引
き
下
が
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
厳
し
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
件
に

関
し
て
は
、
了
承
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

　

執
行
部
及
び
事
業
所
の
説

明
に
よ
る
と
、
東
海
保
障
措

置
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
12

年
度
の
新
分
析
棟
の
新
設
に

伴
っ
て
、
旧
分
析
棟
（
昭
和

53
年
度
竣
工
）
の
分
析
設
備

の
解
体
を
平
成
14
年
度
に
行

っ
た
。
解
体
後
の
措
置
に
つ

い
て
は
、
平
成
19
年
度
末
ま

で
に
、
旧
分
析
棟
内
設
備
解

体
廃
棄
物
を
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
へ
搬
出
し
、
旧

分
析
棟
貯
蔵
施
設
内
の
核
燃

料
物
質
は
、
核
燃
料
物
質
を

取
り
扱
え
る
設
備
を
有
す
る

新
分
析
棟
へ
移
動
さ
せ
、
平

成
20
年
度
以
降
は
、
旧
分
析

棟
の
核
燃
料
物
質
取
扱
量
を

大
幅
に
減
少
さ
せ
る
計
画
で

あ
る
。

　

現
在
、
新
分
析
棟
で
許
可

を
得
て
い
る
年
間
予
定
使
用

量
で
は
、
旧
分
析
棟
貯
蔵
施

設
内
の
全
核
燃
料
物
質
を
受

け
入
れ
る
容
量
が
な
く
、
ま

た
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
新
分
析
棟
の
年
間

予
定
使
用
量
を
増
加
さ
せ
、

新
分
析
棟
貯
蔵
施
設
に
遮
へ

い
能
力
を
持
つ
貯
蔵
庫
を
増

設
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

委
員
よ
り
、
放
射
性
廃
棄

物
を
今
ま
で
２
つ
に
保
管
し

て
い
る
も
の
を
１
つ
に
ま
と

め
る
と
い
う
こ
と
は
、
放
射

性
物
質
が
増
加
し
て
、
臨
界

な
ど
の
危
険
性
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見

が
あ
っ
た
が
、
臨
界
に
達
す

る
た
め
に
は
物
理
的
に
一
定

以
上
の
量
が
必
要
で
あ
り
、

変
更
後
の
許
可
量
は
臨
界
に

達
す
る
量
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら

の
事
象
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
事
業
所
か
ら
説
明
を
求

め
る
こ
と
と
し
、
了
承
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

　

12
月
５
日
、
午
前
10
時
50

分
頃
、
減
容
処
理
棟
の
制
御

盤
付
近
で
異
音
が
発
生
し
た

た
め
、
制
御
盤
の
扉
を
開
い

て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ブ
レ

ー
カ
及
び
そ
の
周
辺
が
焼
損

し
て
い
た
。
施
設
管
理
者
が

焼
損
部
か
ら
火
が
出
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
延
焼
の

恐
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
、

消
火
活
動
の
必
要
は
な
い
と

判
断
し
た
。
こ
の
火
災
に
よ

り
、
周
辺
公
衆
及
び
従
事
者

へ
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
影

響
、
負
傷
者
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
住
民
の

生
命
及
び
財
産
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
調

査
研
究
を
行
な
う
と
と
も

に
、
原
子
力
施
設
へ
の
監
視

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
後
も

継
続
し
て
調
査
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
18
年
度
第
２
四
半
期

の
気
体
廃
棄
物
の
放
出
状
況

は
異
常
な
し

当委員会は、引き続き原子力施設への監視を継続する

平成９年度より実施している東海の原子力施設解体は、
重水抜き取り、冷却系統設備等の撤去が終了

◎
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
東
海
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

原
子
力
科
学
研
究
所
に
お
け

る
放
射
性
廃
棄
物
の
放
出
管

理
目
標
値
の
変
更
に
つ
い
て

◎（
財
）核
物
質
管
理
セ
ン
タ

ー
東
海
保
障
措
置
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
新
増
設
計
画
に
つ

い
て

◎
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
東
海
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

原
子
力
科
学
研
究
所
減
容
処

理
棟
に
お
け
る
火
災
に
つ
い

て
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11議員が一般質問
◆助川　則夫　議員
　１．集落営農組合について
　２．いじめ問題においての本市の対策と対応に

ついて

◆海野　　徹　議員
　１．平成19年度予算編成について
　２．那珂市の花、木及び鳥について
　３．選挙開票事務の改善について
　４．バイオ燃料の取り組みについて

◆遠藤　　実　議員
　１．外部評価の推進について
　２．住民参画の充実について

◆君嶋　寿男　議員
　１．市有地について
　２．道路整備について

◆先﨑　　光　議員
　１．那珂市内におけるいじめの実態とその対応

について
　２．公共心や道徳心の育成について
　３．登下校時のヘルメット着用について

◆石川　利秋　議員
　１．生活保護について
　２．市道における長期違法駐車について
　３．那珂聖苑（火葬場･斎場）の管理運営につ

いて
　４．本市における墓地経営（公営･宗教法人･共

同･個人等）の許可状況について

◆木村　静枝　議員
　１．いじめ自殺未履修問題について
　２．公共工事入札について

◆秋山　　一　議員
　１．19年度市農業関係予算について（事業予定）
　２．19年度県支出金について
　３．行政区内高校誘致の経過について
　４．公共事業（土木関係）の設計委託について

◆笹島　　猛　議員
　１．国民健康保険財政の健全化について
　２．医療保険制度の改正について
　３．生活保護制度について

◆蝦名　純子　議員
　１．総合計画について

◆根本　慎一　議員
　１．教育委員会の改革について
　　　（その２）
　２．効率的な業務推進に向けて
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

て
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
に
教
職
員
間
の
緊

密
な
情
報
交
換
や
共
通
理
解

を
図
り
、
一
致
協
力
し
て
対

応
す
る
体
制
を
つ
く
っ
て
臨

む
と
い
う
こ
と
を
指
導
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
じ

め
ら
れ
て
い
る
子
供
の
立
場

に
立
っ
た
指
導
を
主
と
し
て

行
な
う
。
全
力
で
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
児
童
生
徒
を
守
り

通
す
と
い
う
こ
と
を
教
職
員

に
対
し
て
は
全
面
的
な
支
援

を
し
て
い
き
た
い
と
積
極
的

な
取
り
組
み
姿
勢
を
打
ち
だ

し
て
い
る
が
「
集
落
営
農
補

助
事
業
」
と
い
う
よ
う
な
新

規
事
業
名
を
掲
げ
予
算
執
行

を
さ
れ
て
は
と
考
え
ま
す
が

担
当
部
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

現
在
、
認
定
農
業
支

援
事
業
と
し
て
認
定
農
業

　

昨
今
の
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
農

業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢
化

等
の
要
因
に
よ
り
耕
作
放
棄

地
、
遊
休
農
地
等
の
増
大
に

よ
る
農
業
の
危
機
的
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
集
落
営
農

組
合
等
の
拡
大
す
る
施
策
は

本
市
に
お
い
て
緊
急
の
作
業

の
一
つ
に
加
え
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。
市
行
政
に

お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
団
体

集
落
営
農
補
助
事
業
名
の
も
と
に
予
算
執
行
を
！

担
い
手
育
成
事
業
の
名
称
で
予
算
化
し
て
い
き
た
い

助川則夫 議員

質問事項
１．集落営農組合について
２．いじめ問題においての本

市の対策と対応について

▲畑地帯（戸地区）

　

い
じ
め
が
あ
る
こ

と
を
先
生
方
が
確
認

し
た
時
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
、

解
決
へ
と
導
い
て
い
く
の
か

教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

い
じ
め

が
発
生
し
た
場
合

は
、
学
校
全
体
で
組
織
的
に

対
応
す
る
と
い
う
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
し

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
、
対
処
の
し
か
た
は

全
員
が
言
葉
と
態
度
で
示
し

て
、
安
定
、
安
心
感
を
与
え
、

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
な
お
全
般
的
に
は
、

小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め

に
対
す
る
市
教
育
委
員
会
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て

適
切
な
指
導
を
す
る
よ
う
に

要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
指
導

者
の
活
動
費
に
対
し
て
補
助

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

の
事
業
を
担
い
手
育
成
支
援

事
業
と
し
て
名
称
を
変
更
し

て
、
新
た
に
集
落
営
農
の
活

動
費
に
対
す
る
補
助
を
予
算

化
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
ご
ざ
い
ま
す
。

▲昼休みのひととき（戸多小学校）
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

　

経
済
環
境
部
長　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
転
換
利
用
に

つ
い
て
は
、
環
境
対
策
の
面

か
ら
非
常
に
重
要
な
取
り
組

み
と
思
う
。
バ
イ
オ
燃
料
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
先

進
自
治
体
の
状
況
を
み
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
進
め
た
い

と
い
う
団
体
等
に
は
何
ら
か

の
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
る
。

　

選
挙
開
票
事
務
に

は
、
自
治
体
に
よ
り

様
々
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

る
。
福
島
県
相
馬
市
に
お
い

て
は
『
開
票
時
間
短
縮
と
い

う
行
革
』
の
テ
ー
マ
の
も
と

に
、
開
票
作
業
に
お
け
る
職

員
の
配
置
・
手
順
の
改
善
に

と
り
く
み
、
３
日
間
の
試
行

を
重
ね
た
。
疑
問
票
の
審
査

判
定
係
に
、
法
律
の
専
門
家

で
あ
る
弁
護
士
、
司
法
書
士

選
挙
開
票
事
務
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う

を
配
し
、
信
頼
性
を
高
め
迅

速
化
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、

25
分
33
秒
と
い
う
日
本
一
の

快
記
録
を
達
成
さ
せ
た
。
こ

の
み
ご
と
な
事
例
を
参
考
に

し
て
、
経
費
の
節
減
・
サ
ー

ビ
ス
の
質
向
上
に
と
り
く
む

姿
勢
が
あ
る
か
。
独
立
行
政

委
員
会
と
し
て
の
選
挙
管
理

委
員
会
の
決
意
を
伺
う
。

　

総
務
部
長　

行
政

改
革
に
つ
い
て
は
、

行
政
委
員
会
も
含
め
、
市
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
相

馬
市
の
開
票
事
務
に
つ
い
て

は
、
大
変
す
ば
ら
し
い
も
の

と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

３
日
間
の
試
行
が
可
能
な
の

か
と
い
う
時
間
的
問
題
も
含

め
、
経
費
削
減
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
様
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

相
馬
市
の
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く

▲開票作業は、早さと正確さが求められます。

海野　徹 議員

質問事項
１．平成19年度予算編成に

ついて
２．那珂市の花、木及び鳥に

ついて
３．選挙開票事務の改善につ

いて
４．バイオ燃料の取り組みに

ついて

　

那
珂
市
の
面
積
が

約
１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
そ
の
う
ち
１
割
を
占
め

る
１
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
減

反
田
や
不
耕
作
地
で
あ
る
。

行
政
は
知
恵
を
絞
り
、
こ
の

広
大
な
土
地
を
有
効
に
利
用

す
る
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
秋
田
県
に
お
い

て
は
、
減
反
田
に
菜
の
花
を

植
え
、
菜
種
油
を
食
用
油
と

し
、
そ
の
廃
食
用
油
を
身
近

バ
イ
オ
燃
料
の
取
り
組
み
へ
の
姿
勢
を
伺
う

な
容
器
等
を
使
い
、
自
前
で

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を

生
み
出
し
、
農
機
具
や
車
に

使
お
う
と
い
う
、
民
間
主
導

の
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

秋
田
市
の
運
送
会
社
が
旗
振

り
役
と
な
り
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
25
台
が
現
在
営
業
運
転
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
を

参
考
に
、
バ
イ
オ
燃
料
へ
の

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

そ
の
姿
勢
を
伺
う
。

取
り
組
み
た
い
団
体
等
に
は
支
援
を
考
え
る

　Bio Diesel Fuel（バイオディーゼルフューエル）とは、
軽油の代わりに使うことができる植物性燃料のことです。
家庭でてんぷらや揚げ物をした後の捨てる油のことを廃
食油といい、この廃食油を精製すると軽油代替燃料である
BDFができます。100Ｌの廃食用油から約90Ｌの燃料がで
きます。化石燃料と違って植物性だから植物がある限り生
産可能な地球にやさしいエネルギーです。

BDFとは？
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

行
政
の
事
務
事
業

の
執
行
が
効
率
的
か

つ
合
理
的
に
な
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
制
度
と
し
て
、

第
三
者
が
自
治
体
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
外
部
監
査
制
度
が
法

制
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
制

度
を
那
珂
市
で
も
導
入
し
、

行
政
運
営
の
透
明
性
を
確
保

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

今
推
進
し
て
い
る
行
政
評
価

制
度
に
お
い
て
も
、
学
者
・

外
部
監
査
の
導
入
や
、
行
政
の
外
部
評
価
体
制
化
を

税
理
士
・
企
業
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
か
ら
の
客
観
的
な
評

価
を
組
み
込
ん
で
住
民
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、ど
う
で
す
か
。

　

総
務
部
長　

外
部

監
査
制
度
は
非
常
に

有
効
な
制
度
と
認
識
は
し
て

い
ま
す
が
、
監
査
機
能
は
現

状
で
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
組
織
の
見
直
し
の
中
で

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

行
政
評
価

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
事
務
事

業
評
価
制
度
を
確
立
し
、
職

員
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
先
決
で
す
。
し
か
し
、外

部
評
価
体
制
に
関
し
て
は
、

評
価
の
客
観
性
・
透
明
性
を

高
め
る
と
い
う
必
要
性
か
ら

も
重
要
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

制
度
は
有
効
、
重
要
と
考
え
る
の
で
今
後
検
討
す
る

遠藤　実 議員

質問事項
１．外部評価の推進について
２．住民参加の充実について

　

住
民
と
協
働
す
る

上
で
法
的
整
備
で
あ

る
自
治
基
本
条
例
を
制
定
す

べ
き
で
す
が
、ど
う
で
す
か
？

声
を
伺
う
場
と
し
て
、
市
民

ボ
ッ
ク
ス
と
市
政
懇
談
会
の

現
状
は
？
ま
た
、
市
長
と
直

接
話
す
機
会
を
作
る
た
め
に

市
長
室
を
定
期
的
に
開
放
し

て
は
ど
う
で
す
か
？
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
検
討

状
況
は
？
先
進
地
の
行
政
パ

事
業
委
託
も
含
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

ー
ト
ナ
ー
制
度
の
よ
う
に
、

市
民
団
体
に
対
し
ソ
フ
ト
事

業
を
含
め
て
事
業
委
託
す
る

な
ど
し
て
市
民
と
の
協
働
を

推
進
し
て
は
ど
う
で
す
か
？

　

市
長
公
室
長　

自

治
基
本
条
例
制
定
は

将
来
的
に
検
討
す
べ
き
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
市
民
ボ
ッ

ク
ス
は
市
内
公
共
施
設
10
ヶ

所
に
設
置
し
、
本
人
へ
回
答

し
て
い
ま
す
。
市
政
懇
談
会

は
中
学
校
区
ご
と
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
市
長
室
の
開
放

は
現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

は
本
年
度
中
に
基
準
案
の
作

成
、
19
年
度
の
実
施
を
考
え

て
い
ま
す
。
協
働
の
推
進
は

総
合
計
画
の
中
で
重
要
な
位

置
づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
強
力
に
進
め
て
い
き
た

い
。

市
民
と
の
協
働
体
制
を
強
力
に
進
め
て
い
く

　地方公共団体の外部監査制度は、地方自治法に定められ
ており、それぞれの地方公共団体で外部監査契約を結んだ
外部監査人（弁護士、公認会計士など）がその地方公共団
体の監査を行うことができるというものです。包括的外部
監査（通常毎年実施する監査）については、都道府県、政
令で定める市については、外部監査人が監査を実施するこ
とが義務化されていますが、当市のような一般の自治体で
は、契約に基づく監査を受けるための条例を定めて実施す
ることになります。

外部監査制度

　那珂市などの地方自治体は、日本国憲法、地方自治法な
どの全国一律画一的な法律に基づき、日本全国に設置され
ています。ところが、地方自治体の中身は、地勢・気候・
慣習・人口の相違など、すべてが同じ条件ではありません。
また、最近の地方分権推進の流れなどから、地方の自立が
求められております。そのようなことから、最近では、地
方自治体独自の自治理念、目標・方針・住民の積極的な行
政参加などを明文化した、通称「自治基本条例」を制定す
る地方自治体が増えています。

自治基本条例
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

緊
急
輸
送
道
路
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

を
さ
れ
て
い
る
の
か
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。

　

建
設
部
長　

市
内

の
地
域
防
災
計
画
に

お
い
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
急

傾
斜
崩
壊
箇
所
に
つ
い
て

は
、
旧
那
珂
町
で
６
箇
所
、

旧
瓜
連
町
で
３
箇
所
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

の
ス
ポ
ー
ツ
利
用
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
こ
れ
を
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

旧
日
本
サ
ー
ボ
跡
地

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
具
体
的

な
利
用
の
決
定
が
な
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
の
で
、
暫

定
的
に
そ
の
よ
う
な
形
で
利

用
す
る
事
は
可
能
か
と
思
い

ま
す
。
市
民
か
ら
の
要
望
の

状
況
と
か
整
備
に
お
金
を
か

け
な
く
て
済
む
と
か
、
利
用

を
す
る
方
々
に
維
持
管
理
を

し
て
い
た
だ
く
と
か
、
諸
々

の
条
件
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、

利
用
は
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

旧
日
本
サ
ー
ボ
跡

地
に
つ
い
て
は
、
旧

瓜
連
町
時
代
に
、
福
祉
目
的

と
し
て
取
得
し
ま
し
た
が
、

３
年
経
っ
た
今
で
も
更
地
の

ま
ま
で
、
平
成
20
年
ま
で
計

画
が
な
い
と
い
う
事
で
す

が
、
土
地
の
見
直
し
は
な
い

の
で
す
か
。
具
体
的
な
利
用

の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
れ
ば
、
市
民
か
ら

の
要
望
や
、
広
い
敷
地
内
で

旧
日
本
サ
ー
ボ
跡
地
の
再
利
用
の
今
後
の
計
画
は

将
来
的
に
用
途
を
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く

▲急傾斜地崩壊危険箇所（本米崎地区）

▲旧日本サーボ跡地（瓜連駅東側）

君嶋寿男 議員

質問事項
１．市有地について
２．道路整備について

　

那
珂
市
に
お
い
て

の
道
路
、
ま
た
危
険

場
所
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
お

り
ま
す
か
。
事
故
が
起
き

て
か
ら
整
備
す
る
の
で
は

な
く
、
危
険
場
所
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
、
住
民
の
安
全

を
考
え
道
路
の
整
備
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

災
害
時
の
道
路
整
備
に
つ
い

て
の
中
で
、
市
内
に
お
け
る

市
内
の
危
険
地
域
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

県
の
常
陸
大
宮
土
木
事
務
所

と
市
関
係
課
の
合
同
で
現
地

踏
査
を
し
、
状
況
確
認
を
し

て
い
ま
す
。
危
険
箇
所
に
道

路
が
隣
接
し
て
い
る
箇
所
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
必
要
に

応
じ
適
切
な
処
置
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
緊
急
輸
送
道

路
で
す
が
、
常
磐
自
動
車
道

を
は
じ
め
市
内
を
走
る
各
国

道
と
、
県
道
を
合
わ
せ
、
８

路
線
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
年
、
県
の
機
関
と
合
同
で
現
地
踏
査
を
実
施
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

る
学
校
づ
く
り
、
よ
り
良
い

校
風
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

　

教
育
長　

市
内
に

は
学
校
ぐ
る
み
で
森

林
愛
護
に
取
り
組
ん
だ
り
、

自
前
の
お
茶
や
梅
干
し
を
手

土
産
に
お
年
寄
り
と
交
流
す

る
な
ど
福
祉
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
っ

た
特
色
あ
る
学
校
や
活
動
が

　

郷
土
を
愛
す
る
心

や
他
人
を
い
た
わ
る

気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
人
格
形
成
に

大
変
重
要
で
あ
り
取
り
組
み

の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
市
内
に
は
、
40
年
近

く
毎
朝
、
静
の
時
間
と
し
て

全
生
徒
と
全
職
員
で
「
君
が

代
」
に
合
わ
せ
て
国
旗
を
掲

揚
し
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま

す
が
、
各
学
校
で
は
特
色
あ

公
共
心
や
道
徳
心
の
育
成
に
つ
い
てあ

り
、各
種
会
議
、研
修
や
訪

問
活
動
を
通
し
て
一
層
の
支

援
・
助
言
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

教
育
次
長　

小
中
学
校
と

も
年
間
35
時
間
の
道
徳
の
時

間
の
中
で
、
社
会
生
活
に
お

け
る
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
ま
た
公

共
施
設
へ
の
見
学
や
職
場
体

験
学
習
等
を
通
し
て
道
徳
心

や
公
共
心
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

授
業
や
学
校
行
事
の
中
で
充
実
に
努
め
て
い
ま
す

▲ヘルメット着用の小学生の通学風景（瓜連地区） 先﨑　光 議員

質問事項
１．那珂市内におけるいじめ

の実態とその対応につい
て

２．公共心や道徳心の育成に
ついて

３．登下校時のヘルメット着
用について

　

子
ど
も
た
ち
が
登

下
校
時
に
交
通
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

市
内
小
学
校
児
童
の
登
下

校
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に

つ
い
て
は
、
現
在
瓜
連
小
学

校
の
み
で
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
過
去
に
お
い
て
児
童

が
登
下
校
時
に
交
通
事
故
に

あ
い
、
幸
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
い
た
た
め
尊
い
命

登
下
校
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て

が
助
か
り
、
大
事
に
至
ら
ず

に
済
ん
だ
例
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
休
日
等
に
自
転
車
を
乗

る
時
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
習
慣
付
い
て
い
る
の
で
重

大
な
事
故
に
な
ら
ず
に
済
ん

だ
例
も
あ
り
ま
す
。

　

低
学
年
の
児
童
は
交
通
事

情
に
も
慣
れ
な
い
な
ど
、
思

わ
ぬ
事
故
に
あ
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
本
来
な
ら
全
学
年

の
児
童
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

を
薦
め
た
い
の
で
す
が
、
来

年
度
の
新
入
学
児
童
よ
り
市

で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
は
児
童
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
の
に
大
変

有
効
で
あ
り
、厳
し
い
財
政
事

情
で
す
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購

入
費
用
の
半
額
を
市
で
補
助

す
る
よ
う
考
え
て
参
り
ま
す
。

来
年
度
新
入
生
分
費
用
の
半
額
補
助
を
考
え
ま
す

▲水戸駅でみどりの募金活動（戸多小学校森林愛護隊）
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

に
な
り
葬
儀
の
日
程
等
に
支

障
を
き
た
す
の
で
予
約
時
間

の
延
長
を
。
さ
ら
に
通
夜
式

及
び
告
別
式
を
告
知
す
る
外

看
板
の
使
用
を
認
め
る
べ
き

だ
。
ま
た
、
清
め
所
は
、
冬

は
寒
い
、
特
に
雨
の
時
は
酷

い
の
で
清
め
所
の
整
備
を
。

　

市
長　

駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
舗
装
す

る
事
に
な
れ
ば
市
と
業
者
な

合
は
、
車
を
処
分
す
る
事
を

指
導
の
上
、
生
活
保
護
を
認

め
る
事
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

ご
指
摘

の
車
両
は
、
市
民
相
談
室
が

窓
口
と
な
り
、
関
係
部
署
と

調
整
し
な
が
ら
対
処
し
、
12

月
11
日
に
移
動
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
は
生
活
安

全
課
が
窓
口
と
な
っ
て
警
察

署
や
関
係
課
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
道
に
お
い
て
約

半
年
間
に
渡
り
路
上

に
車
両
を
放
置
し
、
歩
行
者

や
車
両
通
行
に
支
障
を
き
た

し
、
ま
た
、
交
通
事
故
等
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
関
係
者
は

生
活
保
護
受
給
者
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
市
の
関

係
部
署
で
は
８
月
の
時
点
で

違
法
駐
車
を
確
認
し
て
お
り

ま
す
が
縦
割
り
行
政
の
弊
害

で
対
応
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

保
護
世
帯
の
認
定
基
準
と
放
置
車
両
の
対
応
は

ま
た
、
生
活
保
護
費
は
年
間

１
世
帯
当
り
平
均
支
出
額
は

２
２
５
万
円
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
保
護
世
帯
の

認
定
基
準
と
放
置
車
両
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

一
般
的
に
は
資
産
の

活
用
の
点
か
ら
車
両
の
保
有

は
認
め
て
い
な
い
が
、
生
活

資
金
が
無
い
な
ど
緊
急
の
場

警
察
署
や
関
係
各
課
と
連
携
し
て
対
応
を

▲杉の倒木のあった那珂聖苑西側の外周道路

石川利秋 議員

質問事項
１．生活保護について
２．市道における長期違法駐

車について
３．那珂聖苑（火葬場･斎場）

の管理運営について
４．本市における墓地経営（公

営･宗教法人･共同･個人
等）の許可状況について

　

那
珂
聖
苑
の
宗
教

関
係
者
駐
車
場
で
強

風
に
よ
り
倒
木
が
あ
り
警
備

会
社
職
員
の
車
が
損
傷
し
た
。

そ
こ
で
危
険
防
止
の
為
、
杉

の
木
を
伐
採
し
ま
し
た
。「
こ

の
際
伐
採
跡
地
を
駐
車
場
と

し
て
整
備
す
べ
き
で
は
。」

　

ま
た
、
予
約
受
付
時
間
は

町
内
会
の
方
が
予
約
す
る
場

合
が
多
く
、
午
後
５
時
15
分

で
は
間
に
合
わ
ず
、
次
の
日

那
珂
聖
苑
の
事
故
防
止
対
策
や
利
用
者
の
利
便
性
を

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
意
向
調
査
を
考
え
る

ど
と
も
協
議
し
て
、
整
備
す

る
の
が
当
然
と
考
え
て
い
る
。

　

外
看
板
は
当
家
の
問
題
で

あ
り
、
当
家
が
設
置
し
た
い

と
言
え
ば
そ
れ
で
結
構
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

受
付
時

間
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
に
併
せ
て
考

え
た
い
。
ま
た
清
め
所
に
つ

い
て
は
、
今
後
利
用
者
の
意

向
を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　生活保護は、生活に現に困窮している国民に、その困窮
の程度に応じ必要な保護を行い、最低限度の生活を保障す
るとともに、自立の助長を図ることを目的としています。
　対象者は、資産、能力等すべてを活用した上でも、生活に
困窮する者を対象としています。困窮に至った理由は問わ
れません。
　保護内容は、生活扶助、教育扶助、住宅扶助、医療扶助、
介護扶助、出産扶助、生業扶助及び葬祭扶助から構成され
ています。
　実施機関は、県及び市に設置されている福祉事務所とな
っています。

生活保護
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

13
件
、
平
成
18
年
度
は
10
月

現
在
４
件
で
す
。

　

教
育
長　

学
校
の
評
価
に

つ
な
が
る
と
い
う
一
つ
の
競

争
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
全
国
的
な
状

況
と
の
関
係
に
お
い
て
、教
育

の
成
果
を
把
握
し
て
改
善
を

図
る
こ
と
は
必
要
な
の
で
、

学
力
テ
ス
ト
の
実
施
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
い
じ
め
を

苦
に
し
た
子
ど
も
の

自
殺
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

那
珂
市
の
学
校
の
い
じ
め
の

実
態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

今
の
い
じ
め
問
題
は
過
度

の
競
争
教
育
、
学
校
評
価
な

ど
教
育
の
あ
り
方
の
根
本
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
来
年
４

月
か
ら
全
国
学
力
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
、
成
績
公
表
、
学
校

の
ラ
ン
ク
付
け
に
利
用
さ
れ

全
国
学
力
テ
ス
ト
は
格
差
社
会
を
生
む
、
や
め
る
べ
き

学
校
選
択
制
も
導
入
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
既
に
実

施
し
て
い
る
東
京
都
で
は

学
校
格
差
、
地
域
格
差
が
広

が
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

格
差
を
生
む
全
国
学
力
テ

ス
ト
や
学
校
選
択
制
は
絶
対

に
や
る
べ
き
で
な
い
が
、
教

育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

い
じ

め
は
平
成
17
年
度
は

学
校
評
価
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
注
意
し
実
施

▲小学校の授業風景（菅谷東小学校）

木村静枝 議員

質問事項
１．いじめ自殺未履修問題に

ついて
２．公共工事入札について

　

公
共
工
事
を
巡
っ

て
ま
た
全
国
の
自
治

体
で
談
合
問
題
が
起
き
て
い

ま
す
。

　

那
珂
市
も
落
札
率
が
非
常

に
高
く
、
平
成
18
年
度
の
落

札
率
で
は
最
高
が
99
・
65
％
、

平
均
で
も
95
％
強
で
「
談
合

の
疑
い
が
強
い
」
と
さ
れ
る

95
％
を
越
え
て
い
ま
す
。
官

製
談
合
か
業
者
談
合
か
い
ず

れ
に
し
ろ
談
合
が
疑
わ
れ
る

公
共
工
事
入
札
は
す
べ
て
一
般
競
争
入
札
で

が
、
市
長
は
「
天
の
声
」
を

出
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

指
名
競
争
入
札
は
既
に
そ
の

時
点
で
工
作
が
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
が
、

す
べ
て
一
般
競
争
入
札
に

し
、
電
子
入
札
や
郵
便
入
札

に
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

清
潔
、
公

正
公
平
に
や
っ
て
い
る

の
で
、天
の
声
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

総
務
部
長　

一
般
競
争
入

札
に
す
る
に
は
、
時
間
が
か

か
り
、
事
務
も
煩
雑
で
、
今

の
職
員
数
で
は
と
て
も
足
り

な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
５
千

万
円
以
上
の
土
木
工
事
を
対

象
に
し
て
い
る
の
が
実
情
。

今
後
電
子
入
札
等
に
つ
い
て

は
導
入
に
向
け
て
進
め
て
い

き
た
い
。
時
期
に
つ
い
て
も

組
織
の
中
で
よ
く
協
議
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
員
数
不
足
で
で
き
な
い
、
電
子
入
札
は
今
後
検
討

　指名競争入札とは、予め市で作成した登録業者名簿よ
り、適当な業者を複数選出して入札を行なう制度です。こ
の登録業者名簿は、年度の初めに各業者より提出された書
類により、資格審査を行い作成します。
　一般競争入札は、まず、工事概要などを公表して、入札に
参加したい業者を公募し、参加する業者の資格審査を実施
します。その審査をパスした業者によって入札を行います。
公募・資格審査を経てから入札を実施する分、指名競争入
札より期間と手間がかかることになります。

指名競争入札と一般競争入札
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

い
。

①
行
政
区
内
の
教
育
環
境
の

向
上
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
か
。

②
誘
致
に
よ
る
区
内
の
経
済

的
活
性
化
は
―
。

③
誘
致
に
よ
る
地
方
交
付
税

へ
の
算
入
は
―
。

要
望　

県
立
高
校
ゆ
え
に
行

政
的
に
、
又
教
育
的
に
市
が

全
く
不
干
渉
と
は
疑
問
が
残

る
。
今
後
の
検
討
課
題
に
し

て
ほ
し
い
。

接
間
接
活
性
化
に
つ
な
が
る

は
ず
で
あ
る
。
最
近
の
危
機

的
状
況
に
あ
る
農
業
を
過
渡

的
に
救
済
な
り
対
策
を
講
ず

る
こ
と
は
地
方
自
治
体
の
責

任
と
思
う
。（
国
策
を
補
足
）

市
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　

市
長　

那
珂
市
に

お
い
て
は
農
業
は
重

要
な
産
業
で
あ
り
同
時
に
生

活
環
境
の
面
か
ら
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
農
業

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
の
不

足
等
の
課
題
解
決
や
基
盤
整

備
、
地
産
地
消
の
推
進
等
農

業
の
維
持
発
展
に
十
分
な
予

算
措
置
を
確
保
し
た
い
。

　

米
の
問
題
は
国
際

的
な
関
心
事
で
あ

り
、
わ
が
国
の
農
政
の
大
き

な
課
題
で
あ
ろ
う
。
国
際
競

争
に
乗
せ
る
た
め
に
は
大
型

農
業
や
集
約
農
業
に
ま
と
め

ざ
る
を
得
な
い
が
、
反
面
そ

れ
は
零
細
農
業
の
切
捨
て
に

な
る
と
の
批
判
を
聞
く
。
那

珂
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で

あ
り
同
時
に
米
で
も
あ
る
。

再
生
産
部
門
の
農
業
は
直

国
策
の
補
足
は
市
の
役
目
、
過
渡
期
対
策
に
力
点
を

農
業
は
那
珂
市
の
基
幹
産
業
で
重
要
な
役
割
を
担
う

▲誘致活動により昭和60年に開校した那珂高校

▲水田地帯（古徳地区）

秋山　一 議員

質問事項
１．19年度市農業関係予算

について（事業予定）
２．19年度県支出金につい

て
３．行政区内高校誘致の経過

について
４．公共事業（土木関係）の

設計委託について

　

那
珂
市
内
に
県
立

高
校
が
２
校
あ
る
が

今
回
の
必
修
科
目
の
未
履
修

問
題
で
１
校
が
未
履
修
問
題

が
発
生
し
た
。
善
悪
論
は
別

に
し
て
行
政
区
内
だ
け
に
市

民
は
関
心
を
持
つ
。
県
立
高

校
ゆ
え
に
突
発
的
な
問
題
で

も
行
政
市
民
が
全
く
情
報
把

握
で
き
な
い
の
は
残
念
だ
。

原
点
に
返
っ
て
高
校
誘
致
の

大
義
名
分
に
つ
い
て
伺
い
た

那
珂
市
内
高
校
誘
致
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う

　

市
長
公
室
長　

①

専
門
高
校
並
び
に
普

通
高
校
誘
致
で
地
域
内
の

選
択
肢
が
広
が
り
、ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

②
多
少
な
り
見
込
ん
だ
面
は

あ
っ
た
か
も
―
。

③
自
治
体
の
財
政
に
県
立
高

校
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
地

方
交
付
税
算
入
措
置
は
な

く
、
そ
の
目
的
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

地
方
自
治
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

今
年

度
中
に
は
、
行
革
大

綱
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
中
で
、

貸
借
対
照
表
と
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
を
公
表
で
き
る
よ
う

に
作
業
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
連
結
諸
表
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
で
新
た
な
諸
表
を
検

討
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容

を
確
認
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
の
国
民
健

康
保
険
は
、
退
職
者

の
加
入
が
増
え
、
医
療
給
付

費
は
約
20
％
の
大
き
な
伸
び

を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
国
保
財
政
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
保
険
税
の

値
上
げ
の
際
に
、
一
般
会
計

か
ら
特
別
会
計
に
平
成
19
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
３
億
円

国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
対
策
を
問
う
！

を
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
特

別
会
計
の
歳
入
不
足
を
補
う

た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
出
し
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
は
、
自
治
体
の
財
政
を
悪

化
さ
せ
て
い
る
要
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

自
治
体
全
体
の
財
政
状
況
が

わ
か
る
一
般
会
計
と
特
別
会

計
な
ど
を
連
結
し
た
財
務
諸

表
の
作
成
と
公
開
を
し
て
は

貸
借
対
照
表
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
公
表
す
る

笹島　猛 議員

質問事項
１．国民健康保険財政の健全

化について
２．医療保険制度の改正につ

いて
３．生活保護制度について

　

国
が
示
す
基
本
方

針
の
も
と
、
都
道
府

県
健
康
増
進
計
画
に
お
い
て

は
、
糖
尿
病
等
の
患
者
と
そ

の
予
備
群
の
減
少
率
の
目
標

を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
実
現
の
た
め
の
健
康
診
断

及
び
保
健
指
導
の
実
施
率
の

目
標
も
設
定
し
ま
す
。
具
体

例
と
し
て
は
「
生
活
習
慣
病

患
者
と
そ
の
予
備
群
を
平
成

27
年
度
ま
で
に
25
％
減
少
さ

医
療
費
抑
制
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
病
対
策
は

せ
る
」
と
い
う
政
策
目
標
を

設
定
し
ま
す
。
そ
し
て
政
策

目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
医

療
保
険
者
、
都
道
府
県
、
市

町
村
等
の
具
体
的
な
役
割
分

担
を
明
確
に
し
て
連
携
を
図

り
、
事
業
実
施
に
よ
り
効
果

を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
市

町
村
に
は
生
活
習
慣
病
を
含

め
た
健
康
増
進
施
策
が
義
務

づ
け
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
の

推
進
方
策
を
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

今
後
、
年
代
に
対
応

し
た
検
診
と
、
き
め
細
か
な

指
導
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
医

師
会
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
を
含
め
た

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、

家
庭
訪
問
を
中
心
と
し
て
各

種
の
講
座
や
教
室
、
相
談
事

業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
保
健
指
導
の
充
実
を
図
る

　生活習慣病とは、毎日のよくない生活習慣のつみ重ねに
よってひき起こされる病気です。主な病気は、糖尿病・脳
卒中・心臓病・高脂血症・高血圧・肥満です。日本人の３
分の２近くが、これで亡くなっています。このため国では
「健康日本21」という健康づくり運動を平成12年からは
じめています。
　これらの病気の予防のためには、普段から、食生活、喫
煙、飲酒、適度なスポーツなどに気を配り良好な生活習慣
への改善が必要とされています。

生活習慣病

　この制度は、保険加入者の医療費を助成するもので、
市町村ごとに設置されています。加入者は、自営業者、企
業などの退職者などが主で、企業の職域保険などに比べる
と、年齢の高い方や低所得者層の加入が多い状況です。
　この制度の収支状況は、低所得者層の加入者が多いこと
から保険税収入は少なく、支払う医療費は、加入者の平均
年齢も高いことから多額になり、厳しい運営状況となって
います。赤字の場合は、市の一般会計から補填をしている
状況です。

国民健康保険制度
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

す
。
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

新
た
な
総
合
計
画
は
市
民
だ

れ
も
が
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
や

図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
等
に
配
置
し
て
は
い

か
が
か
伺
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
役
所
の
す
べ
て
の
計

画
書
を
図
書
館
の
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
に
配
置
し
て
は
い

か
が
か
伺
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
策
定
体
制
は
、

各
係
長
27
名
か
ら
な
る
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
助
役
、
各

課
長
補
佐
、
市
民
の
合
計
44

名
か
ら
な
る
策
定
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
策
定
委

員
会
は
話
し
合
い
を
す
る
に

は
人
数
が
多
過
ぎ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
十
分
に
議
論
が

行
わ
れ
る
体
制
を
ど
の
よ
う

に
工
夫
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

過

去
２
回
の
委
員
会
の

中
で
、
こ
の
人
数
で
は
手
を

挙
げ
て
発
言
す
る
の
は
勇
気

が
必
要
で
す
と
の
意
見
を
頂

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

基
本
構
想
な
ど
の
検
討
に
入

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
次
の

委
員
会
の
前
に
事
務
局
や
委

員
会
の
役
員
で
活
発
な
意
見

が
出
し
や
す
い
運
営
方
法
を

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
30
日
に
開
か

れ
た
総
合
開
発
審
議

会
で
は
、
総
合
計
画
策
定
の

企
画
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

策
定
方
針
と
し
て
、
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
充

実
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対

応
、
情
報
公
開
と
情
報
管
理

の
徹
底
、
地
方
分
権
化
へ
の

対
応
、
那
珂
市
の
将
来
像
の

明
確
化
の
６
つ
が
挙
げ
ら
れ

総
合
計
画
策
定
委
員
会
は
十
分
に
機
能
し
て
い
る
か

活
発
に
意
見
が
出
し
や
す
い
運
営
方
法
を
考
え
る

▲行政資料コーナー（那珂市立図書館）

▲総合計画策定のワーキンググループ会議風景

蝦名純子 議員

質問事項

　

平
成
17
年
度
の
行

政
評
価
に
伴
う
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る

と
、
行
政
の
情
報
に
関
心
の

な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

那
珂
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
る
と
、
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
な
ど
は
市
役
所
４
階

の
企
画
課
に
お
い
て
、
市
民

へ
の
貸
出
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
１
年
に
ど
れ
く
ら
い
の

利
用
が
あ
る
の
か
伺
い
ま

総
合
計
画
は
だ
れ
も
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

　

市
長
公
室
長　

計

画
の
閲
覧
・
貸
出
は

今
年
度
は
数
件
程
度
で
す
。

新
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
公
共
施
設

に
当
然
配
置
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
計
画
書

に
つ
い
て
は
、
公
表
で
き
る

も
の
は
で
き
る
だ
け
そ
の
方

向
で
進
め
て
い
く
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
に
配
置
予
定

１．総合計画について



総数
平均在職年数
平均年齢
女性の割合

教職員経験者の割合
保護者の割合

平均
報酬
月額

医師、教員等
会社役員等
農林漁業等
商店経営等
その他
無職

委員長

委　員

都道府県
233人
3.4年
60.7歳
31.3％
41.2％
42.9％
0.4％
0.4％
0.4％
14.6％
21.0％
16.3％

251,168円

216,489円

市町村
9,868人
5.5年
61.7歳
27.1％
20.4％
18.7％
13.8％
6.0％
4.1％
37.0％
31.4％
14.5％

（市）79,728円
（町村）36,045円

（市）64,823円
（町村）30,056円

職
種

教育再生会議資料からの抜粋した
教育委員の構成状況

平成17年５月１日現在

平成８年～17年度までの
「しどりの里」経営状況

年度
H８
H９
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17

1,673
3,087
3,056
2,793
2,168
1,906
4,617
4,597
4,134
3,152

収入
3,371
3,772
4,956
3,408
3,434
3,029
5,838
5,991
5,377
4,603

この中には従業員
等賃金1,857万円
を含む

支出
▲1,698
▲ 685
▲1,900
▲ 615
▲1,266
▲1,123
▲1,221
▲1,394
▲1,243
▲1,451

差引（赤字）

（単位：万円）
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

元
校
長
。
大
洗
町
等
は
元
校

長
、
自
営
業
、
工
学
博
士
、
医

師
、青
少
年
相
談
委
員
等
で
構

成
。

　

教
育
長　

今
回
、
独
自
の
い

じ
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
周
知
し
た
。
決
め
ら
れ
た
事

を
忠
実
実
行
す
る
事
は
同
感

だ
、
今
後
そ
の
よ
う
に
進
め
た

い
。

　

市
長　

委
員
は
多
岐
分
野

か
ら
選
定
し
て
い
き
た
い
。

　

国
で
は
教
育
改
革

を
目
的
に
教
育
再
生

会
議
を
立
上
げ
、
ま
ず
い
じ
め

自
殺
問
題
に
取
組
む
と
し
た
。

各
閣
僚
か
ら
教
育
委
員
会
へ

の
厳
し
い
発
言
「
委
員
は
身
内

を
か
ば
う
」
等
が
相
次
い
だ
。

法
は
住
民
や
保
護
者
の
意
向

を
把
握
し
、
地
域
に
応
じ
た
主

体
的
、積
極
的
な
教
育
行
政
の

た
め
、
委
員
構
成
は
多
様
と
す

る
趣
旨
だ
。
当
市
委
員
構
成

教
育
委
員
は
幅
広
い
分
野
か
ら
選
定
す
べ
き
だ
！

を
大
洗
町
等
と
比
べ
た
い
。

全
国
９
割
の
学
校
に
は
い
じ
め

対
応
要
領
が
な
く
、場
当
り
的

で
無
責
任
な
対
応
だ
。
い
じ

め
発
見
対
処
シ
ス
テ
ム
を
作
る

べ
き
。
法
律
や
規
則
、
学
校
評

議
員
制
度
等
立
派
だ
が
魂
が

入
っ
て
い
な
い
、
忠
実
に
実
行

す
れ
ば
大
き
な
改
革
と
な
る
。

　

教
育
次
長　

当
市

委
員
５
名
中
４
名
は

任
命
は
多
岐
の
分
野
か
ら
選
定
し
た
い

根本慎一 議員

質問事項
１．教育委員会の改革につい

て（その２）
２．効率的な業務推進に向け

て

　

厳
し
い
市
財
政
を

乗
り
越
え
る
に
は
無

駄
の
排
除
が
大
事
。「
し
ど
り

の
湯
」
施
設
は
操
業
開
始
以

来
赤
字
の
連
続
。
全
体
に
占

め
る
従
業
員
賃
金
比
率
が
大

き
過
ぎ
る
。
経
営
上
ま
だ
ま

だ
改
善
余
地
が
あ
る
。
諦
め

ず
に
真
の
原
因
究
明
し
、
健
全

運
営
す
べ
き
だ
。
防
災
無
線

の
更
新
に
は
10
億
必
要
と
の
こ

と
だ
が
、
更
新
費
が
４
０
０
万

防
災
無
線
の
10
億
、
し
ど
り
の
湯
赤
字
対
策
を
！

と
安
い
緊
急
通
報
設
備
と
の

融
合
を
図
り
、市
民
負
担
を
大

幅
軽
減
す
べ
き
。
こ
の
経
験
が

全
庁
内
に
拡
が
れ
ば
、
効
率
的

な
行
財
政
運
営
と
な
り
、
部
長

が
表
明
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
導
入
と
同

じ
効
果
が
で
る
。
が
部
長
答
弁

は
す
れ
違
い
、意
味
不
明
、や
る

気
無
し
と
感
じ
る
次
第
で
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

「
し
ど
り
の
湯
」
は

性
格
上
過
剰
な
利
益
を
得
る

こ
と
は
出
来
な
い
事
に
な
っ
て

い
る
。
十
分
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
な

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
赤
字
運

営
と
な
っ
た
。
先
の
議
会
で
議

員
指
摘
の
防
災
無
線
更
新
費

10
億
の
検
討
は
そ
の
後
係
数

的
な
と
こ
ろ
ま
で
出
し
て
い
な

い
。
議
員
指
摘
の
よ
う
に
考
え

て
「
し
ど
り
の
湯
」
と
防
災
無

線
設
備
更
新
を
考
え
た
い
。

●
●
●
指
摘
の
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
・
・
・
・
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　陳情の趣旨は、現在の政府の構造改革により、
国民の「安心・安全」を破壊し、個人間、地域
間、企業間などのあらゆる分野で格差を拡大して
いる。国の責任は、大企業の経済活動最優先の諸
施策を打ち出すのではなく、貧困層の増大や地方
の「格差」を是正するための施策を実施していく
べきであるなどの趣旨から、新型交付税の導入阻
止、公務員の削減や国の出先機関の統廃合阻止、
応能課税、郵便局の集配局統廃合阻止などの４項
目の要望事項について、政府に意見書を提出して
ほしいというものです。
　委員の意見として、要望事項について、よく理
解できない部分がある。那珂市議会として政府に
意見書を提出する場合には、責任を伴うものであ
り、陳情の趣旨と要望事項についての整合性や、
内容をもっと具体的に、明確にして、確実に意図
や意味が国へ伝わるようなものでなくてはならな
いと思うなどの意見があった。
　以上のことから、採決の結果、採択に反対する委
員が多数のため、不採択とすべきものと決定した。

　　　　　　　　　（総務常任委員会）

提出者
　茨城町谷田部295
　　県民要求実現茨城共同運動連絡会
　　　会長　　桜井　和夫

不採択

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

住民の暮らしを守り、公共サービ
ス拡充を求める陳情

３件の陳情を審査しました。審査内容の概要は以下のとおりです。

　陳情の要旨は、那珂第二中学校正門から県道額
田南郷田彦線までの通学道路が、狭小で坂道に
なっているため、生徒が安心して登下校時におけ
る自転車通学路として利用できるように、市に対
して路面凍結防止策と新たに自転車専用道路の設
置等、市道の改善を求めるものである。
　現地を調査してから、審議をした。
　問題解決には学校や地域が協力していくことが
大事であり、行政は人命尊重の観点からも路側帯
の除草や、冬期の路面凍結防止対策として行って
いる融雪剤を増やすこと、防犯灯を交換して明る
くするなどの対策をできるだけ考えなければなら
ないとの意見があった。
　市は、生徒の登下校時の安全・安心を最重点に
考えた上で、できうる範囲の対応策を講じるべき
であるとの条件を付けるなどの意見があった。
　採決の結果、全会一致で、採択とすべきもので
あると決定した。

　　　　　　　　　（建設常任委員会）

提出者
　那珂市額田南郷2385番地6
　　額田第３区
　　　区長　井上　清志　外258名

採　択

那珂第二中学校入り口通路におけ
る自転車通路の確保と凍結防止策
に関する陳情

　陳情の趣旨は、安心でゆきとどいた医療・看護を
実現するために、医師・看護師を大幅に増員し、そ
のための必要な法的・制度的な整備を行うことが必
要であり、政府へ意見書を提出してほしいというも
のです。
　委員の主な意見は、医師・看護師不足は深刻な状
況である。その中で、さらに大病院にばかり医師・
看護師が流れてしまい、地方に人材がいなくなって
しまっている。そのため、地方の病院は非常に苦し
い実情であり、医療にかたよりが生じている。医師
の養成は基本的に国の事業であるので、法的・制度

安全・安心の地域医療を実現するための
医師・看護師の大幅増員を求める陳情

的なものを改善すべきであるなどの意見があった。
採決の結果、全員異議なく採択することに決定し
た。
　なお、意見書を国の関係機関に提出しました。　

　　　　　　　（教育厚生常任委員会）
　　　

提出者
　茨城町谷田部295
　　県民要求実現茨城共同運動連絡会
　　　会長　　桜井　和夫

採　択
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那
珂
市
議
会
議
員

　

髙
畑　

道
英
氏
が

　
　
　

議
員
を
辞
職
し
ま
し
た

　

髙
畑　

道
英
氏
は
、
１
月
15
日
に
「
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
議
員
を
辞
職
し
た

い
」
旨
の
辞
表
を
議
長
宛
に
提
出
し
、
同

日
付
け
で
、
議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

髙
たかはた

畑　道
みち

英
え

意見書を提出しました意見書を提出しました意見書を提出しました意見書を提出しました

　いま地域医療は、病院勤務医の減少による産科・
小児科診療の縮小などで深刻な事態に直面してい
ます。医師・看護師を大幅に増やし、安全でゆき
とどいた医療・看護を実現することは、国民的な
緊急課題です。
　医師に関しては、全国の６分の１の病院が、医
療法に規定された人数を満たせない深刻な事態と
なっており、全国各地で救急医療や産婦人科・小
児科などでの供給体制の悪化や地域偏在が起こっ
ています。
　看護職員の実態も、極端に少ない人員配置の下
で仕事に追われ、満足な医療・介護ができず、健
康破壊も深刻な状況です。急性期入院を受け入れ
ている一般病棟の多くは、昼間は１人の看護師が
患者４～５名を看ていますが、夜間帯には１人で
20～25人の患者を看なければならない体制です。
　こうした趣旨から、下記事項の実現を要望する
ものです。

記
　１．安心でゆきとどいた医療・看護を実現する
ために、医師・看護師を大幅に増員すること。

　２．そのために需給計画の見直しと増員に必要
な法的・制度的な整備、診療報酬その他での
財政措置を行うこと。

意見書提出先
　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
　文部科学大臣、厚生労働大臣

安全・安心の地域医療を実現する
ための医師・看護師の大幅増員を
求める意見書

３月上旬から開会予定です
　第１回定例会の開催日程は、例年３月上旬より
開催する予定です。広報の原稿作成時点では、日
程の詳細は、未定となっております。
　会期日程（案）は、決定次第、那珂市の「お知ら
せ版」やホームページに掲載いたします。
　また、議会事務局でも日程などについてご案内
いたしておりますので、お気軽にお電話、お立ち
寄り下さい。よろしくお願いいたします。
     
電話　298－1111　議会事務局まで
議会のホームページは下記を参照してください

平成19年第１回定例会
開会予定のお知らせ

議会を傍聴しましょう
　那珂市議会では、議会の本会議・常任委員
会を公開しております。
　傍聴をご希望の方は、事前に会議の開催日
や時間を、ご確認の上、おいでください。
　傍聴の手続は、所定の用紙に住所・氏名を
記入していただき、傍聴券の交付を受けるだ
けです。お気軽においでください。
　その他不明な点は、議会事務局までお問い
合わせください。

www.city.naka.ibaraki.jp/

議員名簿・会期日程・傍
聴・請願陳情・議決結果・
議会だよりなど掲載して
おります。

市議会のページを
クリックしてください。
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10月

古紙配合率 100％再生紙と大豆油インキを使用しています。

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　

  

石
川　

憲
男

　

那
珂
市
民
の
方
々
が
待
ち

望
ん
で
い
た
市
立
図
書
館
が

10
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
開
館
間
も
な
い
と
は

い
え
、
１
日
約
１
千
人
も
の

来
館
者
が
あ
る
そ
う
で
す
。

建
物
、
設
備
に
つ
い
て
も
、

大
変
立
派
に
出
来
て
い
ま

す
。
是
非
共
、
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　

あ
わ
た
だ
し
か
っ
た
年
の

瀬
も
否
応
な
し
に
、
瞬
く
間

の
出
来
事
の
よ
う
に
、
駆
け

抜
け
て
い
き
、
又
年
が
改
ま

り
、
今
年
は
い
っ
た
い
ど
ん

な
年
に
な
る
の
か
。
色
ん
な

意
味
で
、
期
待
と
不
安
が
、

入
り
交
じ
っ
て
し
か
た
が

な
い
。
や
は
り
何
と
い
っ
て

も
明
る
い
世
の
中
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
誰
も
が
願
っ
て
い

る
に
違
い
な
い
。
今
年
こ
そ

は
本
当
に
、
ど
う
か
良
い
１

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
、

只
々
祈
る
だ
け
で
す
。

広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

根
本　

慎
一

　

副
委
員
長　

海
野　
　

徹

　

委　
　

員　

石
川　

憲
男

印刷/有限会社  エヌプラン・サービス

11 ～
13日 那珂市議員会研修視察
　　　（議員全体の自主的な研修活動として、宮城県石巻

市を訪問し、石巻市の災害対策関係について研修
しました。）

 
16日 広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.８編集）
20日 議会運営委員会
　　　（第４回定例会会期日程案など）
23日 広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.８編集）
25 ～
26日 経済常任委員会調査視察
　　　（群馬県中之条町、みなかみ町にて、「地産地消」

について調査視察）

１～
２日 茨城県市議会議長会議員研修会
　　　（土浦市、当市議員４名参加）
７日　経済常任委員会
　　　（「地産地消について」審議）
９日 教育厚生常任委員会
　　　（「学校と地域との連携について」審議）
10日　原子力安全対策特別委員会
　　　（環境放射線監視結果などについて）
15日　総務常任委員会調査視察
　　　（福島県矢祭町、「効率的な行政組織について」調

査するため矢祭町の研修会に参加しました。）

20日　総務常任委員会
　　　（「効率的な行政組織について」審議）
21 ～
22日　議会運営委員会調査視察
　　　（埼玉県飯能市、千葉県富津市にて、「効率的な議

会運営について」調査視察）
28日　議会運営委員会
　　　（第４回定例会の会期日程案、執行部提出の議案、

一般質問通告など）

５日 第４回定例会
　　　（開会、委員長報告、陳情の委員会付託）
 議会運営委員会
 広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.９編集）
６日 第４回定例会
　　　（本会議、執行部提出の条例改正や補正予算などの

13議案を審議）
 議会運営委員会
７日 第４回定例会
 総務常任委員会
 建設常任委員会
８日 第４回定例会
 教育厚生常任委員会
 原子力安全対策特別委員会
11日 第４回定例会
　　　（一般質問、５名の議員が質問）
 議会運営委員会
 広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.９編集）
12日 第４回定例会
　　　（一般質問、４名の議員が質問）
13日 第４回定例会
　　　（一般質問、２名の議員が質問）
15日 第４回定例会
　　　（陳情などの委員長報告、閉会）

石巻市役所石巻市役所

11月

12月


